近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
４クール日報（２月５日～２月１１日）
	報告日
天気
	２月６日（火）
曇り
	報告者
	兵庫県社協：長谷川
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	前日報告に同じ

	近ブロメンバー
	３クール　栗森、谷、永松、久保、山岡、有森、岸田、曽谷
４クール　奥田、上辻、藤井、八田、谷、濱口、長谷川、竹内

	（主な日程）
	8:30  朝礼、本日の活動説明
9:45  石川県ボラバス到着（個人ボランティア30 名）
10:00 オリエンテーション・マッチング、ニーズ受付
10:45 ボランティア送り出し、現地調査
15:00 県ボラ活動終了・解散
16:00 スタッフ終礼
16:20 駐車場の活動車両の移動（軽トラ・送迎車両）
17:00 翌日のマッチングの準備（アポ取り、車両運行予定）
18:00 活動報告集計
19:00 活動終了
19:45 宿舎到着

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割
・マッチング班（神戸市、兵庫県内社協、滋賀県社協、滋賀県内社協）
業務内容：オリ、送り出し、ニーズマッチング、車両配車、アポ取り
・ニーズ班（京都市、京都府内社協）
業務内容：①ニーズ受付（電話対応、キントーン入力）
②現地調査（ニーズの現地確認、キントーン入力）
・運営支援（兵庫県社協）
業務内容：七尾市社協との連絡調整、全体の方向性の検討・調整

・近畿ブロック内（３府県）の社協ごとにある程度役割を固定化。各班でマニュアル作成がされ、本日３から４クールへは同マニュアルをベースに役割の引継ぎが行われた。役割の見える化が進みつつある状況

〇VCの状況
［新規ニーズ受付28件（未対応621件）、ニーズ対応16件（うち完了13件、継続3件）］
・県ボラバスへの県庁職員の添乗がなくなっている。オリエンテーション時にボラ数を点呼するとともに、心得なども含め案内を厚めにしている
・駐車スペースに関する注意喚起がされた。軽トラ等の活動車両を、点在させず敷地の一定のエリア内に駐車するよう要請あり。→夕刻の終礼後に車両移動を実施した
・炊き出しのボランティア活動の申し出が、ボラセンに電話問い合わせされる事例があった。以下サイトを紹介する対応で統一することを終礼で確認。
https://sites.google.com/view/noto-kitchen/　（運営事務局：NRN 能登復興ネットワークいやさか）
・県ボラバスの到着時刻を9:30から9:00にする要請を出し10日から実現する見込み。従前はボランティアの活動時間が午前1.5時間、午後1.5時間だったが、活動時間を少しでも確保していく予定。未完了を減らすことを狙いとする対応


	今後の主な予定
	・7日（水）13：30よりにコアメンバーで打合せ（仮の集積場の確保と出張型のボラセンの設置に向けた）

	調整課題・所感等
	短期的目標：七尾市社協職員を支え、休みを取得できるよう支援
中長期目標：活動者の増加に備えた出張型拠点の設置（エリアへの帯的な支援）
・課題になっていた車両の位置管理に向けて、NTTコミュニケーションズと打合せを実施。１週間～10日後に、ツール「Buddycom」を設定したスマホ35台の導入予定。納品日・納入のされ方は後日に調整
・仮の集積場の確保と出張型のボラセンの設置に向けた調整が望まれる
　⇒市内の３地区を候補地とし、可能性がある場所にアポイントをとって、まずは１地区での実現を目指す。ボランティアを80名受け入れる見込みの10日（土）の稼働に向け、7日（水）13：30よりにコアメンバーで打合せを実施予定
・資材が散逸し始めていることから、ボラ数が拡大する今後のフェーズに向けて、資材班の創設を考えるタイミングに来ている。一連の業務とそれを担う人材の洗い出しが課題
・10日（土）からボランティアを80名受け入れられる態勢をつくる。活動拡大期に入りつつあることを実感。実務的な調整が必要になっている

	その他
	



